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実数演算を用いた非再帰的な擬似乱数生成の整数演算化
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Integralization of a Non-Recursive Pseudo-Rand.orn Nurnber

Generator Based on Floating Point Cornputations
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カオス写像の繰り返 しにより、非再帰的に擬似乱数を生成する実数シフト法は、本質的に浮動小数点演算を

用いているため、計算機システムに依存して微妙に異なる乱数値を生成することがある。本研究は、実数シフ

ト乱数生成メカニズムの核心部分を 64ビ ット整数の乗算とシフトによるアルゴリズムで実現し、実数シフト

法の完全整数演算化を行ったものである。

実数シフ ト法 (SSR法 )と 浮動小数点演算

非再帰的に擬似乱数を生成する 「単純実数シフト法」(Simpliicd Shi貴―Rcal mcthOd,SSR法)は 、

以下の部分的アフィン関数 Q:[1,2)→ [1,2)

"24=Of4(1)を 計算 し、グ2の最初の 3桁 を棄て続 く4桁 を乱数値 として取 り出す ものであ

χをχl,た=1,2,3,… ,と 変化させて、多 くの乱数値を得ている。ここでχたは、

′
==49933453, 2==22801201, ″==491377, s==47513, α==1920000, ら==48060000,

0,9,ろSは素数)、
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( r o ,  s o ) : ( r * r n o d p ,  s r m o d  q ) ,  k : I ,  2 ,  3 ,  " ' ,

x:0x88237449a, y:Oxbdda73ad3

xr: (x xor Yo), yo: (y xor .tr)
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